
 

  

なかよし旬間 6/9～6/20 有坂先生の「命の授業」 
なかよし旬間初日、有坂
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先生の「命の授業」に全校で参加しました。

有坂先生は、教員をしていましたが、筋力の低下により体がだんだんと動か

なくなるALSという難病にかかり、闘病生活の中、多くの学校等を訪問して

「命の授業」を行っています。全校児童の他、希望された保護者の方や地域

の方にもご参加いただき、有坂先生の魂のこもった「命の授業」で、とても

大切なことを学ばせていただきました。 

 

 

【授業後 有坂先生より】 ※目と足の指先の動きで作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「命の授業」（要約・抜粋） ※学年をこえたグループでの話し合いや発表を行いながらの「命の授業」 

・呼吸器をつけると生きることしかできない。話すことができなくなる。 

👉生きるために呼吸器をつける決断をした。 

・体が動かなくなり、眠れなくなる日がある。 

・人権とは「人が人として幸せに生きる権利」 偏見は差別につながる みんな同じ人間 

①正しく知ること ②気づくこと ③違いを認め合うこと ④誓う「いじめは絶対に許さない」 

・誰かがやってくれる。その誰かになろうよ。誰かにあなたがなろうよ。 

・「人の役に立つこと」「夢中を見つける」 まずやってみよう！ 

・生きるパワー 「明日は○○をしたい」「朝が待ち遠しい」ってなるといいよね。 

・人の助けがないと生きていけない私。「ありがとう」の毎日。 

・「ありがとう」と笑顔で伝えよう！👉「ありがとう」探しをしましょう。 

児童「あいさつしてくれてありがとう」「手伝ってくれてありがとう」「遊んでくれてありがとう」「親切 

にしてくれてありがとう」「家族にいつもありがとう」「担任の先生に勉強教えてくれてありがとう」 

職員「『大丈夫』って励ましてくれてありがとう」「リードし頑張ってくれている6年生にありがとう」 

保護者「生まれてきてくれてありがとう」「わが子にありがとう」 

・自分にありがとう。感謝が多いほど人は幸せになれる。 

・私の命を生ききる！ 自分の人生を不幸とは思わない。 いただいた命を大切にしようと思う。 

・あなたは自分のことが好きですか？ 自分を大切に！ 自分にハグしよう 

・悲しいこと、つらいこと、そんな時に今日の授業を思い出してね。そして、そのような人の力になってね。 
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小諸市立野岸小学校 

校長 山下 雅史 

野岸小学校に行ってきました。講演後は感想を楽しみに待つんですが、昨日はいつもと違って……講演後

の児童退場時に、子どもたちが寄ってきてくれて、手を振ってくれて。次第に「ありがとうございました」

と声をかけてくれて、段々と近づいてくれて。あるクラスは囲んでくれた。ゆみ（スタッフの方）が「感想

聞かせて」と素敵な提案をしてくれると、次々に手が上がる。「命の大切さは分かっていたけど、改めて大

切にしようと思った。友達も私のことも大切にしたいと思った」。いつもと違っていた。言葉に顔がある。

言葉に抑揚と間がある。出来立てほやほやのあたたかさがある。言葉が生き生きと弾んでいる。私たちのメ

ッセージは、今目の前にいるあなたに、あなたの心に、そんな風に届いたんだね。その子が飛び込んでくる

ような感覚になり、涙にあふれた。泣けて泣けて目薬いらず。応えたい応えたい、応えようにあふれる素敵

な子どもたちだった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ作業ありがとうございました  
６月７日は、お忙しい中、ＰＴＡ作業にご協力いただき、誠にありがとうございました。当日は天候にも

恵まれ、６年生の児童と保護者の皆様とで、プール清掃を行うことができました。 

日差しが強く暑い日でしたが、水を使った作業はとても気持ちよく感じられました。水分補給や休憩を取

りながら、プールの壁をヘラで丁寧に擦ったり、トイレや更衣室の清掃をしたりと、限られた時間の中で、

子どもたちが快適に水泳学習を行える環境を整えてくださいました。 

例年、プール開きの時期は水温が低く、なかなか水

に入るのが難しい日もありますが、今年は晴天が続い

たこともあり、プール開きの日からきれいなプールで

気持ちよく水泳学習がスタートできています。 

これから梅雨が明け、本格的な水泳学習の時期を迎

えます。安全面には十分配慮しながら、子どもたちの

学びを進めてまいります。 

保護者の皆様には、毎朝の健康観察やスクリレでの

送信など、引き続きのご協力をどうぞよろしくお願い

いたします。 

学校地域連絡協議会  
 ６月３日に子ども達の安全安心につながる学校づくりに向けて、市議会議員さんや小諸市教育委員会、警

察、区長さん、民生児童委員さん、ＰＴＡの総務の方や

支部長さん、校外安全部さんに参加して頂き、開催し

ました。警察から安心安全につながる取り組みの話を

聞いた後、地区ごとに分かれて情報共有の時間があり

ました。各地区の子どもの様子や危険箇所が活発に話

し合われました。改善要望が出された場所については

市教委の方に伝えるようにしてあります。 

今後の予定 

７月２日 (水）５年登山キャンプ１日目        ７月16日（水） クラブ活動       

７月３日（木）５年登山キャンプ ２日目       ７月18日（金） 職員研修のため５時間授業 

７月４日（金）低学年参観日・５年計画休業      ７月22日（火） プール納め 

１年保護者試食会           ７月23日（水） １学期終業式 １校時 

                          夏休み7／24～8／20 

７月７日（月）４年長野社会見学           ８月９日（土）～８月17日(日)学校閉庁日 

７月９日（水）児童会                ８月21日 (木) ２学期始業式 

先日は暑い中、高学年参観日ありがとうございました。今週は低学年参観日よろしくお願いします。 

「絆を感じた」 今回の講演会では事前に6年生の

担任からワークショップの中身を教えてほしいと

いった申し出があった。しっかりと6年生にリー

ドさせたいということだった。大丈夫ですよ簡単

ですからと添えようとも思ったが、そのまま申し

出に答えた。ありがとうを笑顔で伝えようの場面

で、6年生の児童が、担任に向け「勉強を教えて

くれてありがとう」と伝えた。それに応えるよう

に担任も6年生に、「6年生として学校をしっかり

まとめてくれてありがとう」を伝えていた。振り

返ってみると、長時間の講演会、よく低学年をま

とめていたように思う。担任の6年生としてまと

めてほしいという熱い思いに、応えようとする6

年生がいた。絆を感じる瞬間だった。 

「生まれてくれてありがとう」 ワークショップ、

挙手の多さに驚いた。挙手の姿勢に圧倒された。

ゆみたち（スタッフの方）もそういっていた。途

中思わず文字盤を使ってわざわざ、すごいを言葉

にした。時間の許す限り、子どもたちにあてたい

とゆみは焦っただろう。けれども、教師や保護者

にも意見を求めた。あの場で、大人が、ありがと

うや好きなとこを語ることが、子どもたちにとっ

てどんなに意味深い事か知っているからこそだと

思う。それに野岸の教師や保護者は、しっかりと

応えてくれた。「生まれてくれてありがとう」

は、しびれた。どれほどの生きる力になることだ

ろう。いつの日か、それは産んでくれてありがと

うになるだろうと確信する。 


